
 

長野県旧石器研究交流会 2023 予稿集 

付 佐久穂町特別講演会 講演資料 

 

プログラム 

 

【午前の部】  研究発表 

主催 長野県旧石器研究後援会  

後援 佐久穂町公民館 明治大学黒耀石研究センター 

 

10:00～10:40 長野県佐久市香坂山遺跡の範囲確認調査    国武 貞克 須藤 隆司 堤 隆 

10:40～11:10 香坂山遺跡における「石棒」について           堤 隆 国武貞克 須藤隆司  

11:20～12:00 長野県信濃町大久保南遺跡における発掘調査の概要（2019-2023 年） 

岩瀬 彬 長﨑 潤一阿部 嵩士 北村 成世 

 

【午後の部】  特別講演会 

主催 佐久穂町教育委員会 

後援 長野県旧石器研究後援会 明治大学黒耀石研究センター 

 

13:30～15:00  「トリデロック遺跡の発掘調査：列島最古のサピエンスの足跡を求めて」 

奈良文化財研究所 国武貞克 

 

発掘中のトリデロック遺跡 
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長野県佐久穂町トリデロック遺跡の学術調査 

1)奈良文化財研究所、2)明治大学黒耀石研究センター 

国武 貞克 1)、須藤 隆司 2) 、堤 隆 2)

１．調査要項 
遺跡名：トリデロック遺跡 

（N36°4’36.24”, E138°22’34.20”） 
所在地：長野県南佐久郡佐久穂町八郡2049-98 
調査期間：2023 年7月31日～2023 年8月12日 

発掘面積：84㎡ 
調査主体：国武貞克 
 
２．発掘調査に至る経緯 
トリデロック遺跡（図1）は昭和 46 年（1971 年）に

林道敷設に伴い発見され、同年 6 月と 9 月 に八千穂村

教育委員会によって発掘調査が実施された。その結果、

大型石刃と石刃核が八ヶ岳第 4 軽石（Yt-Pm4）と同一

層準から多数出土した（八千穂村教育委員会編 1995）。 
一方で筆者らは 2020 年と 2021 年に佐久市香坂山遺

跡で同じく八ヶ岳第4軽石下層から大型石刃石器群を発

掘し、これがユーラシア大陸の初期後期旧石器時代の大

型石刃石器群に由来する可能性を示した（国武他2021）。 
さらに八ヶ岳第4軽石の年代値が、小海町豊里の町道開

削に伴って出現した露頭より採取した木炭片の放射性炭

素年代測定分析から、34-35 ka cal BP に収斂すること

が 2021 年 に判明した（下岡他 2023）。 このためトリ

デロック遺跡の大型石刃石器群は香坂山遺跡と同様に、

列島最古の石刃石器群の可能性が想定されることとなり、

令和5年8月に学術目的の発掘調査を実施した。  
 

３．令和 5 年度発掘調査の目的  
令和 5 年度の発掘調査では以下の3点を目的とした。

まず昭和 46 年（1971 年）に発掘された大型石刃石器

群の包含層が、八ヶ岳第4軽石と層位的にどのような関

係にあるのかを究明すること。次に、その石器群全体は

大型石刃以外にどのような器種および技術組成を示すの

かを解明すること。最後に、その石器群の年代値を明ら

かにすることである。  
 

４．発掘調査の方法 
 昭和 46 年（1971 年）発掘調査区から約 20m 北西

の標高 1700m の地点において、現地表が凹地状となる

平坦面に 3m 四方のトレンチを設定した。その結果、八

ヶ岳第4 軽石を包含するローム層（4層）の下部とその

下層の暗褐色ローム層（5 層）上部から、流紋岩質溶岩

の大礫の間に散漫に黒曜石製石器が出土した。このため、

その周囲を3度にわたり拡張し石器分布の全体を検出し

た。八ヶ岳第4軽石が稠密に堆積るレベルまで重機で掘

削し、その軽石集中部を除去したレベルから手掘りで石

器を検出した。小規模ながら石器集中部を検出したが、

石器集中部の掘削廃土はすべて回収し2㎜メッシュで水

洗選別を行った。  
 

５．令和５年度発掘調査の成果  
a) 出土状態 
石器集中部1か所とのその周辺から石器159点、礫1

点、木炭14点の計174 点の遺物が出土した。石器の分

布は 1m×0.4m の範囲に稠密な集中部がみられ、それか

ら斜面下方に扇形に散漫な分布がみられた。これは石器

集中部から斜面下方に遺物が流れたことを示す分布とみ

られる。石器集中部には叩石が2 点同一レベルに並んで

出土し、それに近接して同レベルから中生代珪質頁岩製

の中型石刃が出土した。その周辺に砕片と炭化物が密集

して出土した。このため、石器集中部は大きな攪乱を受

けていないようにみえた（図2）。 
出土層位は、八ヶ岳第4軽石を包含する4層の下部か

らその下層の暗褐色ローム 5 層上部にかけてである。4 
層中の八ヶ岳第 4 軽石は一次降下堆積とみられたが、5 
層との間に砂層が挟在する箇所もみられたため、斜面上

方の地滑りにより、石器包含層を覆った可能性が判明し

た。このため、八ヶ岳第4軽石と石器集中との時間的な

前後関係は、層位的には確定できなかった。 また、昭和 
46 年（1971 年）調査区の壁面と床面を清掃して土層を

観察したところ、当 時のトレンチの掘削底面が、八ヶ岳

第 4 軽石の再堆積層（3層）の上部でとどまってい た。

このため、昭和 46 年に出土した大型石刃石器群は、今

回検出した石器群とは出土層 位が異なり、2 層（漸移層）

から3 層上部にかけて出土したと判明した。これは発掘

調査報告書の記載や掲載されている断面図と矛盾しない。

このため、今回出土の石器群は、昭和 46 年出土資料よ

りも層位的には古い。 
b）石器群の内容  
石器集中部を中心に、特徴的な石器が出土している。

定義的な斜軸尖頭器である尖頭形 剥片が 3 点以上、小

石刃核 2 点、小石刃 3 点以上、中型石刃 2 点である。

さらに厚型の横刃削器 2 点、鋸歯縁石器 1 点が出土し

た。ナイフ形石器や台形様石器は出土していない。なお

槍先形尖頭器が1点石器集中外から出土したが、層序を
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点検したところ黒土（1 層）とローム層（3 層）が 円形

に逆転堆積した範囲から出土しており、風倒木による上

層からの混入と判断された。 
 

６．石器群の評価 
尖頭形剥片と石刃、小石刃と小石刃核の器種組成から

みて香坂山遺跡と同様の石器群とみられる。また石器集

中部において出土位置を記録した14点の木炭のうち、4
点について加速器分析研究所において放射性炭素年代測

定を実施したところ、2 標準偏差の中央値の 4 点の平均

が36.9 ka cal BPとなった。同値が36.8 ka cal BPとな

る香坂山遺跡とかなり近い年代値である。これに対して

削器の卓越している点と、小石刃生産技術においては香 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂山遺跡との相違点が認められる。 
組成と技術にある程度の差異は認められるものの、現

時点では、香坂山遺跡と同時期でかつ類例となり得る石

器群を検出した可能性が高いと評価している。 
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図1トリデロック遺跡の位置（赤丸） 

図2トリデロック遺跡令和5年発掘調査の石器出土状況 
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